



















究とともに石荻窒素，スルフアミ γ酸ァγモγ，CIPC， 2.4-D， MCP， SES， DNBP， 
CMU~どの新旧の除草剤jを使って雑草坊除と愛の生育牧量との関係を調査している.今










石灰窒素 Ca=N-C=N はシヤナミツド石次~主成分として約 20%の窒素と約 60%の
~ .林省廠用研究費による業績，“現鳥取大学農学部助手




























































man I3-よびSexton(IO)(mが1940年に木箱に燕麦とノハラガラシを播き αナフタ νγ酷
酸を 1=-カー 25ボγ ドの割に撒布して戸外に置いた時に，燕支は比較的無害で，一方
のノハラガラシは発芽が害された. との発見がやがてイギリスで MCP，叉別にアメリカ
で2.4-D君主どの発見とたり，植物ホルモシ除草剤の研境時代が来?と(1)(叫.また2.4・Dによ


























































第2回試験……1953年 11月5日並木植の広い稲の株聞に石灰寧素を反当2.5，5， 7.5， 
10貫の割合に撒布し拭そして，その日の午後に稲刈をしたとの試験区は稲を畦立移植




第 1表 不整地播小麦の石灰窒素による矯種前処理と雑草発生 (1952-53)
反当 12 月 l 日調査 3 月 11 日開査
撒(寅布1)E A -A J FJ'・同百分比 その他 合計同百分比 テスズツポメウノ 同百分比その他 合計 問百分比テ、アポウ
釘r$ •• $却r- 傘 現コ'ー Z轟 dr ヨ~S 朝町 39-0.0 1r . 304 '43.4f. llJ) 87 
5.0 238 39.8 58 '296 42.8 138 36.5 58 196 42.2 
7.5 98 16.4 35 133 19.2 120 31.7 57 177 38.1 
10.0 153 25.6 27 180 26.0 138 36.4 72 '210 45.3 


















'1跡事 .払Sら 種唱S唱車， ナ" 6.31 2.05 狗.1 ~& 0.1 
" 6.06 2.02 96.7 6.7 37.8 0.2 38.0‘骨 10，5 
1/ 6.06 2.01 96.2 6.7 46.6 0.4 47.0・‘ 13.0 
1/ 6.86 2.35 112.4 6.9 41.8 0.5 42.3綱" 11.7 
5.88 1.81 86.6 6.5 360‘5 1.9 362.4 100.0 
6.50 2.09 100.0 6.5 57.0 0.3 57.3'“ 15.8 
1) 1区2坪4主主制.





















反当 d、 愛 小衰の護軍野 雑 主革 事を 生 数
撒(貫布量)発芽始発芽揃
12月 13日 12月13日 I月7目見ズメノその他合計同百分比デザポウ
2.5 .a26u3烏l s 99・1. ナ ν .* a- $r 11.26 J J.28 33.2 ナ ν l回 1助 公鴻 91. 
5.0 11.26 11.29 32.8 97.9 f' f/ 28 16 44 19.4 
7.5 11.27 1:7. 2 32.8 97.9 轡 小管 17 4 :71 9.3 
10.0 11.27 12. 3 31.2 93.1 宅毎 事年 14 3 17 7.5 




護宇 小愛の依穫物 株聞の生雑草量 (4月16日)
関 t島穆期成鵜綱旦ズメノ 問 問
総量E 舷1l百分比 テ.，，，(~p その総合計百分比風乾.. tfffJ:色
iI kZ 暢 周回 血目 11 1 1 ・a 一語ー'.-5 3.67 1 ~ 57 91.3 4.23 6.5 133 lB 151・ 46.1 52 43_3 
5.0 3.58 1.52 88.4 4.:73 6.5 38 17 55州 16.9 25 20.8 
7.5 3.92 1.69 98.3 4.25 6.9 41 1 52・ 16.0 21 17.5 
10.{) 3.88 1.62 94.2 4.26 6.9 41 22 73・骨 19.3 28 23.3 
無除草 3.96 1.56 90.7 4.23 6.5 2ヲ'3 34 327 100.0 120 100.0 
除草 4.261.72 100.0 4.23 6.5 1 1 12-- 3.6 3S 4.7 
備考 1) 1 1&1.5坪5皇軍制.
2)撒布前日 B.3mm，播種迄K 6.4mm，播種2日間 42mm降雨.
3) 第 1 回施D5 12月 14 日硫安反当 5 貰，温石101買，硫加 4 貫，但し石~m. :7 .5貰区は
硫安2.5貨を差引書 5賞以上位硫安無施用.第2凶2月22日硫安3貰.質量3凶3月
17日続安2施周









芽生育に沿よぼす影響をしらべるために径 17cmの鉢を用いて 1943年 10月18日と，同
11月17日に小麦を播種して試験した伽.覆土の厚さは0.5，1.0， 1.5， 2.0， 2.5cmとし
て，その上に石友蜜棄を第1回試験には反当 7.5，15， 30貫，第2回試験には 7.5，10， 
15貫施用した，その結果は第5，6衰の如〈である.
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草丈 草丈 草丈草丈分柴 草丈分集
3月17日
血旭 恒D 個羽 田D ~ 011& .. 






































































































































4月下旬は 2.5貫区より反って 5-7.5貫区の雑草量が多とたっている. との薬害のたあ
小麦牧量は第8表の如<5貫区は 5%.， 7.5貰区は 1%の有意差で減4会している. .，とだ，
2.5貫区のみは減牧が注(， 一方の雑草量は無撒布区に比ペて24%なので防止効果が可成
り大きく好成積と見てよい.
第 7表 整地播小麦の石灰窒素による発荊甘処理と雑草 (1952-53)
反当 12 月 23 日 3 月 10 日
徽t貫布量f :、 ~;I..1・ その他 合計 同百分比 見ズメノ その他 合計 同百分比テツボウ テツポウ
2.5 
4- * 事 e-ー d ior ld 言玄24 '1 55 13.7 
5.0 11 19 31 7.7 55 106 161 5S.3 
7.5 17 22 37 9.2 58 • 111 169 61.2 








? 欣 穫 物 雑 草 (4月28日〉
愈ヨk •• 通路 ::A.7:~" その他 令官T‘ 情".，tr¥l 賞金集
皐ー 1:g '晶 車 E 
ー
暢
6.08 2.04 96.7 10.5 15.8 26.3 23.6 
5.12 1.72" 91.5 29.0 11.2 40.2 36.1 
4.55 1.53・‘ 72.5 53.7 20.3 79.0 :71.0 




無 4配布 41 .;.， 
〈土寄〉
備考 1) 1区2坪3達制，衰の発芽は 1平方尺について示した.
2)播種当時の降雨量・・・播種即日石灰窒素撒布後9日間降雨なし 10-13日聞に 15.4mm
降雨.





5)量生震のL.S.D・C5 %)=0.328， 開**(1 %) =0.497 
第 2回試験……1953年は稲C睦立栽培の跡を 11月 15日に自動耕転機で耕起して 2.6尺
1条植に睦立し， 同日点播機で点播し， 2cmの厚さに覆土して堆肥を敷き3日後の同月
18日にその播溝の覆土上のみに石友窒素を反当2.5， 5， 7.5， 10貫撒布した. 12月 14日












第 9表 整地播小麦の石灰窒素による発芽前処理.と小麦の発芽および雑草 (19日-&0
愛 12月13日 小去の禁容 1 2月 13日
守貯 事量察官‘ .・ ふ.週Eaz12月131:t 1 }f 1目黒ズメノその他合前開宵分比テザポー
1n ri 本 古島 本 本 n.3 a ，1.fJ 1'.昂 11.19 碕 . 自由 3G 4 39 
5.0 H.27 11.29 52 1/ " 7 7 14 8.0 
7.5 11.27 11.30 52 精密 精密 4 3 7 4.0 
10.0 11.27 12. 2 49 害 綿密 。 0.6 
無除草 11.26 11.28 53 97 78 175 100.0 
備考・・・雑草は15平方尺について示した.
第 10表 整地播小麦の石灰窒素による発芽前処理と収穫物および雑草量
せL査，T三 小去の杭穫物 銅陶磁剣成熱 雑 草 意く4月16日〉
関 目同 ~::<メノその 合計 問 関乾 開縫!J!分Jt叡:&亙分比 .， '? rt I'j 集 百分tb煙草Eー E金皇. k曙 暢 ka 4 ，匝圃圃昂踊 • E g '2;5 6.91 97.9 ~.71 l∞~4 4.Z3晶.5 15.1 7.2 22.3 69.9‘ 7.5 56.8 
5.0 6.05 85.7 2.53 93.7 4.24 6. 5 16.4 4.9 21.3・66.8 6.8 51.5 
7.5 6.30 89.2 2.57 95.2 4.25 6. 9 12.6 1.2 13.8・‘ 43.3 5.5 41.7 
10.0 6.66 94.3 2.69 99.3 4.26 6. 9 9.8 1.2 11.0“ 34.5 4.0 30.3 
無t土除寄草) 7.31 103.5 2.76 100.8 4.23 6. 5 15.9 2.9 31.9 100.0 13.2 100.0 
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